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要 約

【目的】挫折経験および挫折経験のとらえ方がスチューデント・アパシー傾向と生きが

い感にどのように影響しているのかを検証することを目的とした。【方法】女子大学生１

～４年生３１２名を対象に質問紙調査を行った。質問紙は�フェイスシート（年齢、学年、
挫折経験の有無、挫折経験をした年齢と内容）�挫折経験のとらえ方尺度（姜・清沢、
２０１７）�アパシー傾向測定尺度短縮版（箭本・鈴木、２０１７）�生きがい認知尺度（熊野、
２０１２）である。【結果】�挫折の有無におけるt検定の結果、挫折を経験したことがある者

ほど挫折をネガティブなものとしてとらえ、生きがい感が低くなる傾向があることが明ら

かになった。また、挫折を経験したことがある者ほど「学業への積極的姿勢」が高いこと

が明らかになった。�重回帰分析の結果、挫折経験をネガティブにとらえることは生きが
い感に負の影響を与え、スチューデント・アパシー傾向に正の影響を与えることが明らか

になった。また、挫折経験をポジティブにとらえることは生きがい感に正の影響を及ぼす

ことが明らかになった。�挫折を経験した年齢において、１６歳以下を低年齢群、１７歳以上
を高年齢群とし、t検定を行った。その結果、挫折経験を高年齢時にした者ほど挫折をポ

ジティブにとらえること、学業に積極的に取り組む姿勢があること、生きがい感が高いこ

とが明らかになった。【考察】青年期女子において、挫折を経験することで心理的苦痛を

うけるものの挫折をポジティブに考えることができ、ポジティブに考えることで生きがい

感を高くし、スチューデント・アパシー傾向を低くすることができると示唆された。

【Key Word】青年期、挫折、スチューデント・アパシー、生きがい
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�．問題と目的
青年期の最も重要な心理社会的発達課題

は、青年がいかにしてアイデンティティを

確立していくかという点にある（Erikson、

１９５９）。しかし、アイデンティティを確立

するために乗り越えなければならないもの

が多く存在する。その一つとして、挫折が

ある。萩原ら（２０１３）は、挫折経験の克服

とアイデンティティ確立が関係しているこ

とを報告している。

挫折は青年期の約７割が経験しているこ

とが示されている（神原、２００９）。また、挫

折は時として青年の人格的成長に寄与し、

その思考や行動にも少なからざる影響を及

ぼすと考えられる（神谷・伊藤、１９９９）。

これらから、青年は少なからず挫折を経験

し、挫折に対して苦悩することが考えられ

る。

では、挫折はどう乗り越えていくのだろ

うか。古木・森田（２００９）は、大学生を対

象にして挫折経験から自己受容に至るプロ

セスを半構造化面接によって質的に検討し

ており、挫折を経験した直後には、「良い

結果を出せない苦しさ」や「自分を信じら

れない」に移行するが、「ピアの存在」の

支えの中、「現在の自分への満足」や挫折

経験を「良い経験・思い出」ととらえた

り、「自己成長感」を持てるようになり、

「挫折をした自分自身の受容」の経験に至

ることを示している。このことから、挫折

をどうとらえるかが重要であることが考え

られる。

青年期のもう一つの問題として、スチ

ューデント・アパシーが挙げられる。スチ

ューデント・アパシーとは、「�精神病の
無気力と異なる、�心理的原因から生じ

る、�主として学生の本業とされる学問に
対しての意欲の減退を示す」（西村、２０１２）

状態のことである。馬場（１９７６）は、アイ

デンティティの拡散をスチューデント・ア

パシーの重要な発生起源の一つと指摘して

いる。また、高塚（２０１８）は、アパシー化

する者は優等生として評価を受けていた者

が多く、そういった者が挫折感を味わうこ

とによってアパシー化する可能性があるこ

とを述べている。しかし、今までに挫折と

スチューデント・アパシーに関する研究は

少ない。

また、藤原（１９７０）は、自分自身を模索

する青年期ほど人生の意味を求めるとし、

青年期のアイデンティティと生きがい感が

密接に関係していることを述べている。ま

た、ネガティブなライフイベントを体験す

ると生きがいを感じる程度は低くなること

が明らかにされている（熊野、２００５）。

その他の挫折の研究として、姜・清沢

（２０１７）は、辞書（「明鏡国語辞典」）にお

ける挫折の定義である「事業・計画などが

中途でくじけ、だめになること。また、そ

のためにやり遂げようとする意欲や気力を

なくすこと。」をもとに、研究の対象者が

大学生であることを考慮して「学業、人間

関係、部活動などが中途でくじけ、だめに

なること。また、そのためにやり遂げよう

とする意欲や気力をなくすこと。」と再定

義し、挫折のとらえ方の尺度を作成するた

めに調査を行っている。その調査におい

て、挫折経験を「自己成長」のように積極

的にポジティブなものとしてとらえること

は、自己や対人場面おいてポジティブな影

響を及ぼすことが明らかになった。一方、

ネガティブなとらえ方は「自己脆弱感」に
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つながりやすく、「ダメージ」のようなと

らえ方は、対人場面にもネガティブな影響

を及ぼすことが明らかになった。このこと

から挫折をポジティブなものとしてとらえ

ている者は、生きがい感が高く、スチュー

デント・アパシー傾向が低いことが考えら

れる。

以上のことから本研究では、挫折経験お

よび挫折経験のとらえ方がスチューデン

ト・アパシー傾向と生きがい感にどのよう

に影響しているのかを質問紙を用いて検証

する。

�．仮説
挫折をポジティブなものとしてとらえて

いる者は、生きがい感が高く、スチューデ

ント・アパシー傾向が低い。

�．方法
１．調査対象者

A女子大学の学生１～４年生３１２名を対

象に質問紙調査を行った。

２．調査時期

２０１９年５月～６月

３．手続き

講義後に自己記入式の質問紙による調査

に協力依頼をした。質問紙への回答をもっ

て調査への同意を得たものとし、回答はす

べて無記名で行われた。

４．質問紙

（１）フェイスシート

年齢、学年、挫折経験の有無、挫折経験

をした年齢と内容

（２）挫折経験のとらえ方尺度（姜・清沢、

２０１７）

一般的な挫折経験のとらえ方を測定する

尺度。「ダメージ」、「自己成長」、「普遍」、

「意欲喪失」の４下位尺度で構成された計

１８項目、５件法。「自己成長」をポジティ

ブ、「ダメージ」・「意欲喪失」をネガティ

ブなものとしてとらえていると考える。

（３）アパシー傾向測定尺度短縮版（箭

本・鈴木、２０１７）

鉄島（１９９３）の作成したアパシー傾向測

定尺度の短縮版である。一般大学生のアパ

シー傾向を測定する尺度。「授業からの退

却」、「学業・課題からの退却」、「学業への

積極的姿勢」の３下位尺度で構成された計

２０項目、６件法。

（４）生きがい認知尺度（熊野、２０１２）

生きがい感を測定する尺度。「人生肯

定」、「存在価値」、「人生の意味」、「目標・

夢」、「コミットメント」の５下位尺度で構

成された計２４項目、４件法。

（５）倫理的配慮

本研究は跡見学園女子大学研究倫理審査

委員会にて承認を得た（受付番号：（院）１９

－００１）。

�．結果
１．挫折経験の有無における各尺度の平均

得点の比較

挫折を経験したことがある群（挫折あり

群）１６８名、挫折を経験したことがない群

（挫折なし群）１２８名の２群に分けた。挫折

あり群と挫折なし群の得点の差を検討する

ために、挫折経験のとらえ方尺度、アパ

シー傾向測定尺度、生きがい認知尺度の総

合得点と下位尺度得点について、対応のな

いt検定を行った。結果を表１に示す。

挫折経験のとらえ方尺度では、「ダメー

ジ」（t＝３．１７、df＝２８８、p＜．０１）、「普
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遍」（t＝３．１２、df＝２９０、p＜．０１）、「意 欲

喪失」（t＝３．２１、df＝２９２、p＜．０１）におい

ていずれも挫折あり群の方が有意に高い得

点であった。アパシー傾向測定尺度では、

「学業への積極的姿勢」（t＝２．７、df＝２９２、

p＜．０１）において挫折あり群の方が有意

に高い得点であった。生きがい認知尺度で

は、「人生肯定」（t＝２．５２、df＝２９１、p＜．０５）、

「人生の意味」（t＝２．２、df＝２９２、p＜．０５）

においていずれも挫折なし群の方が有意に

高い得点であった。

２．アパシー傾向測定尺度、生きがい認知

尺度を従属変数とし、挫折経験のとらえ

方尺度を独立変数とした重回帰分析

挫折経験のとらえ方がアパシー傾向と生

きがい感にどう影響しているかを明らかに

するため、アパシー傾向測定尺度の総合得

点および下位尺度、生きがい認知尺度の総

合得点および下位尺度を従属変数とし、挫

折経験のとらえ方尺度の下位尺度を独立変

数とした強制投入法による重回帰分析を行

った。結果を表２に示す。

挫折経験のとらえ方尺度の下位尺度であ

る「ダメージ」は、アパシー傾向測定尺度

の下位尺度である「学業・課題からの退

却」に有意な正の影響を与え、生きがい認

知尺度の合計総合得点である「生きがい

感」、生きがい認知尺度の下位尺度である

「人生肯定」、「人生の意味」、「存在価値」

に有意な負の影響を与えていた。挫折経験

のとらえ方尺度の下位尺度である「自己成

長」は、生きがい認知尺度の合計総合得点

である「生きがい感」、生きがい認知尺度

表１ 挫折経験の有無における各尺度の平均得点の比較（t検定）

挫折あり群 挫折なし群

M SD M SD t値

挫折経験のとらえ方尺度 ダメージ ２７．０３ ５ ２５．１ ５．３３ ３．１７＊＊

普遍 １１．６７ ２．６６ １０．７１ ２．５８ ３．１２＊＊

意欲喪失 ７．７４ ２．０７ ６．９６ ２．０３ ３．２１＊＊

アパシー傾向測定尺度 学業への積極的姿勢 １４．９５ ４．３４ １３．６４ ３．８１ ２．７＊＊

生きがい認知尺度 人生肯定 １３．９７ ４．１４ １５．１３ ３．６３ ２．５２＊

人生の意味 １０．１８ ３．８２ １１．１４ ３．６１ ２．２＊

＊＊p＜．０１、＊p＜．０５

表２ アパシー傾向測定尺度、生きがい認知尺度を従属変数とし、挫折経験のとらえ方尺度を独立変数とした重回帰分析

アパシー傾向測定尺度 生きがい認知尺度

学業・課題からの退却 生きがい感 人生肯定 目標・夢 人生の意味 存在価値

β β
ダメージ ．２＊ ―．２３＊＊ ―．２７＊＊ ―．１７＊ ―．２１＊

自己成長 ．２４＊＊ ．１４＊ ．２７＊＊＊ ．２５＊＊＊ ．２４＊＊

R２ ．０８＊＊＊ ．１６＊＊＊ ．１１＊＊＊ ．１１＊＊ ．１４＊＊＊ ．１４＊＊＊

＊＊＊p＜．００１、＊＊p＜．０１、＊p＜．０５ β：標準化回帰係数
生きがい感：生きがい認知尺度総合得点
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の下位尺度である「人生肯定」、「目標・

夢」、「人生の意味」、「存在価値」に有意な

正の影響を与えていた。

３．挫折経験を低年齢時にした群（低年齢

群）、挫折経験を高年齢時にした群（高

年齢群）における各尺度の平均得点の比

較

挫折経験がある者に一番大きな挫折を経

験した時の年齢を聞いたところ、６歳とい

った幼い時に経験した者もいれば２１歳とい

った最近経験した者もおり、様々な回答が

みられた。この結果から、挫折を経験した

年齢によっても尺度の平均得点に違いがみ

られるのではないかと考えられたため、６

歳から１６歳までを低年齢群、１７歳から２１歳

までを高年齢群とし、挫折経験のとらえ方

尺度の下位尺度、アパシー傾向測定尺度、

生きがい認知尺度の総合得点および下位尺

度について対応のないt検定を行った。結

果を表３に示す。

挫折経験のとらえ方尺度では、「自己成

長」（t＝２．０８、df＝１３７、p＜．０５）において

高年齢群の方が有意に高い得点であった。

アパシー傾向測定尺度では、「学業への積

極的姿勢」（t＝１．９９、df＝１３７、p＜．０５）に

おいて高年齢群の方が有意に高い得点であ

った。生きがい認知尺度では、「生きがい

感」（t＝２．０４、df＝１３３、p＜．０５）、「目

標・夢」（t＝３．３３、df＝１３８、p＜．０１）、

「存在価値」（t＝２．０６、df＝１３７、p＜．０５）

においていずれも高年齢群の方が有意に高

い得点であった。

�．考察
１．仮説の検討

本研究の仮説は、「挫折をポジティブな

ものとしてとらえている者は、生きがい感

が高く、スチューデント・アパシー傾向が

低い。」であった。仮説を検証するために

重回帰分析を行ったところ、挫折経験のと

らえ方尺度の下位尺度である「ダメージ」

がアパシー傾向測定尺度の下位尺度である

「学業・課題からの退却」に有意な正の影

響を与え、生きがい認知尺度の総合得点で

ある「生きがい感」と生きがい認知尺度の

下位尺度である「人生肯定」「人生の意

味」「存在価値」に有意な負の影響を与え

ていることが明らかになった。加えて、挫

折経験のとらえ方尺度の下位尺度である

表３ 挫折経験を低年齢時にした群（低年齢群）、挫折経験を高年齢時にした群（高年齢群）における各尺度の平均
得点の比較（t検定）

低年齢群 高年齢群

M SD M SD t値

挫折経験のとらえ方尺度 自己成長 ２１．６ ５．６３ ２３．４１ ４．５７ ２．０８＊

アパシー傾向測定尺度 学業への積極的姿勢 １４．０６ ４ １５．５９ ４．６１ １．９９＊

生きがい認知尺度 生きがい感 ５６．５６ １４．９５ ６２．０２ １５．０５ ２．０４＊

目標・夢 １１．１５ ６３ １３．３６ ３．７４ ３．３３＊＊

存在価値 １３．４５ ３．９ １４．９５ ４．３４ ２．０６＊

＊＊p＜．０１、＊p＜．０５
生きがい感：生きがい認知尺度総合得点
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「自己成長」が生きがい認知尺度の総合得

点である「生きがい感」と生きがい認知尺

度の下位尺度である「人生肯定」「目標・

夢」「人生の意味」「存在価値」に有意な正

の影響を与えていることが明らかになっ

た。

これらの結果から、挫折をポジティブな

ものとしてとらえている者は生きがい感が

高く、挫折をネガティブなものとしてとら

えているものはアパシー傾向が低くなるこ

とが推察され、仮説は支持されたといえる

だろう。この結果は、姜・清沢（２０１７）の

挫折経験を「自己成長」のように積極的に

ポジティブなものとしてとらえることは、

自己や対人場面おいてポジティブな影響を

及ぼし、ネガティブなとらえ方は「自己脆

弱感」につながりやすく、「ダメージ」の

ようなとらえ方は、対人場面にもネガティ

ブな影響を及ぼすという結果を支持したも

のとなった。本研究では、挫折経験のとら

え方が生きがい感やスチューデント・アパ

シー傾向にも影響を及ぼすことが明らかに

なった。青年期のアイデンティティ確立に

関係する概念であったため、関連が見られ

たと考えられる。

２．総合考察

本研究の目的は、青年期女子における挫

折経験がスチューデント・アパシー傾向と

生きがい感に及ぼす影響を検討することで

あった。

挫折を経験したことがある群と挫折を経

験したことがない群を比較することによっ

て、挫折を経験したことがある者ほど挫折

をネガティブなものとしてとらえ、生きが

い感が低くなる傾向があることが明らかに

なった。挫折を経験した者は挫折を経験す

ることの苦痛さを知っているため、挫折を

経験していない者よりも挫折をネガティブ

な捉え方をし、挫折を経験することは自信

喪失につながるため、人生に対する考えが

ネガティブなものになってしまうことが考

えられる。また、挫折を経験したことがあ

る者ほど「学業への積極的姿勢」が高いこ

とが明らかになった。挫折を経験したこと

が学業を積極的に取り組もうとする姿勢に

つながる可能性が示され、挫折を経験する

ことはネガティブな影響だけでなく、ポジ

ティブな影響も及ぼすことが示唆された。

また、挫折経験のとらえ方が及ぼす影響

を検討したところ、挫折を「ダメ―ジ」と

挫折をネガティブに捉えていることは、学

業・課題からの退却につながり、人生に対

する考えもネガティブなものとなること、

「自己成長」と挫折をポジティブに考える

ことは生きがい感に大きな影響を与え、生

きがい感を高めることにつながることが明

らかになった。挫折経験をネガティブにと

らえることはネガティブな影響を及ぼし、

挫折経験をポジティブにとらえることはポ

ジティブな影響を及ぼすことが示唆され

た。また、挫折経験を低年齢時にした群

（１６歳以下）と挫折経験を高年齢時にした

群（１７歳以上）を比較することによって、

挫折経験を高年齢時にした者ほど挫折をポ

ジティブにとらえること、学業に積極的に

取り組む姿勢があること、生きがい感が高

いことが明らかになった。これらのことか

ら、高年齢時に経験した挫折よりも低年齢

時に経験した挫折の方が心理的に苦痛を与

え、挫折を乗り越えられていない可能性が

示唆された。

本研究の結果から、挫折をポジティブな
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ものとしてとらえている者は生きがい感が

高く、挫折をネガティブなものとしてとら

えているものはアパシー傾向が低くなるこ

とが明らかになった。また、挫折を経験す

ることで心理的苦痛をうけるものの挫折を

ポジティブに考えることができ、ポジティ

ブに考えることで生きがい感を高くし、ス

チューデント・アパシー傾向を低くするこ

とができることが示唆された。挫折を経験

した者に対して挫折をポジティブにとらえ

られるようにすることが有用な支援方法で

あることが考えられる。また、本研究では

低年齢時に経験した挫折が青年期女子にネ

ガティブな影響を与えていることが明らか

になった。挫折を低年齢時に経験した者へ

の支援を今後考えていく必要があると考え

られる。また、どういった挫折が青年期女

子に苦痛を与えるのか、どういった挫折の

対処方法が青年期女子にとって良い影響を

もたらすのかを検討することにより、より

良い支援につなげることができると考えら

れる。

本研究の課題として、青年期女子にのみ

調査を行っているため、青年期女子の支援

しか考えることができない点がある。今後

青年期男子にも同様の調査を行うことによ

って、青年期全体の支援に役立てることが

できるだろう。
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